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（和訳）※原文（英語）については ページ目以降をご参照ください

 October 16, 2018 

フォルクスワーゲン、販売をデジタル化 – 2020年、

新車販売の新時代がスタート

→ ヨーロッパにおける販売の構造改革を 2020年 4月から開始完全な

コネクテッド機能と実用性を備えた世界初の量販車

 フォルクスワーゲンモデルの先進のデジタル化とコネクティビティにより、

販売方法の変革を促進

 オンライン ビジネスの拡大と直接販売の実現

 都市型ショールームおよびその他の新しい販売形態により、お客様の

個別のニーズをさらに追及

ウォルフスブルグ/ベルリン。フォルクスワーゲンは、将来に向けて、販売体制

の変革を進めています。フォルクスワーゲン ブランドは、ディーラーと協力し

て、販売構造を根本的に見直しています。新しい販売構造は、2020年 4月

にヨーロッパで開始される予定です。本日、ベルリンにおいて、フォルクス

ワーゲンと欧州ディーラー協議会が共同で、ヨーロッパの 5,400のフォルクス

ワーゲン販売・サービス パートナーとその 5万 4,000人の従業員に関する

将来ビジョンを発表しました。目指す姿は、フォルクスワーゲン独自のカスタ

マーIDを使用することにより、車両販売だけではなく、これまでよりも遥かに

多くのサポートを、それぞれのお客様のニーズに基づいて、24時間体制で

シームレスに提供することです。フォルクスワーゲン ブランドは今後、世界中

で毎年新たに約 500万人のお客様に対して、新しいモビリティの世界を

紹介するとともに、各カスタマーIDに基づく個別の 

サービスを提供することを目指しています。これに

よって、クルマを購入するという体験そのものも変化

することになるでしょう。オンライン セールスが大幅

に拡大され、直接販売が可能になります。また、

都市型のショールームやポップアップ ストアなど、

5つの新しい販売およびサービス形態が追加される

予定です。同時に、販売体制をより柔軟で効率的な

ものにしていきます。
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「これは、適切なタイミングでの適切なステップだと確信しております」と、フォ

ルクスワーゲン ブランド セールス担当取締役のユルゲン シュタックマンは述

べています。「新技術やお客様の期待値、新しい企業の参入など、事業環境

の劇的な変化を踏まえて、私たちはこのようなアプローチを採用することにし

ました。」

シュタックマンによると、フォルクスワーゲンは、質の高い販売・サービス パー

トナー、確立されたロジスティクス ネットワーク、そして競争力の高い製品ポ

ートフォリオを持ち、数多くのお客様からの支持を獲得しているため、非常に

有利な立場にあります。新しい販売構造は、こうした事業基盤に、将来のビジ

ネスを定義する新たな要素を組み合わせたものであると述べています。将来

のビジネスには、デジタル製品・サービスに加え、製品・サービスの新しいオ

ンライン販売の可能性などが含まれています。

この販売構造変革は、先進的なデジタル化とコネクティビティにより促進され

ており、これらは、完全なコネクテッド機能を搭載した電気自動車「ID.（アイデ

ィ.）」ファミリーの 2020年の発売により新たなステージに入るフォルクスワー

ゲン ラインナップに向けて開発が進められているものです。「ID.」が登場して

以降は、パーソナル IDナンバーを持ったフォルクスワーゲンのお客様は、完

全にネットワーク化されたモビリティの世界を体験していただくことができます。

これには、単なるクルマの販売を遥かに超えた、24時間体制のシームレスな

サポートが含まれます。「このようにして、私たちはお客様のニーズについて

より深く学び、インテリジェントなデータ管理を通じて、個々のお客様に最適な

テーラーメイドの製品やサービスを開発することができます。このような試み

は、既に他の業界では成功を収めています」と、シュタックマンは付け加えて

います。

このようなモビリティの世界において、お客様はさまざまなテーラーメイドのサ

ービスによる恩恵を受けることができます。例えば、クルマの機能は、携帯電

話ネットワークを介して、遠隔でソフトウェアが更新されることによって、常に

最新の状態に保たれます。さらに”Predictive Maintenance”（予測メンテナン

ス） アプリを介して、点検サービスの時期が到来したことをクルマ側からディ

ーラーに通知します。お客様は、“We Park”、“We Deliver”、“We Connect”と

いった“Volkswagen We”デジタル エコシステムの幅広いサービスにアクセス

することもできます。また、クルマを保有するお客様へのサービスだけでなく、

“We Share”といったフォルクスワーゲンより提供予定のカーシェアリングサー

ビスを利用することもできます。

オンライン ビジネスは、新しい販売構造において重要な役割を果たすものと

なりますが、現在、急速に強化・拡大されています。フォルクスワーゲンは、デ

ィーラーとの新しいデジタル パートナーシップの一環として、共同のインター
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ネット プラットフォームを開発しています。このプラットフォームでは、自動車ロ

ーン、支払い、さらには車両の下取りも含めて、契約を締結するまでの購入プ

ロセス全体を処理することができます。お客様は、グループ内全ブランドのモ

デル ラインナップからお好みのクルマを選び、オンラインで選択したディーラ

ーで、クルマの購入を完了することができます。フォルクスワーゲンは、この

新しいプラットフォームにより初めて可能となった直接販売を主にソフトウェア

やオンライン サービスの分野で活用する予定です。

今後も、ブランドや販売店との個人的な繋がりを希望される方は、異なる窓口

から選択することができます。販売とサービスの両方を提供する従来のフル

サービス販売店に加え、5つの新しい販売形態が追加される予定です。将来

的に、各ディーラーは、フルサービス機能を備えた販売店を 1店舗だけ持つ

必要があります。ディーラーは、各国のインポーターとの合意の上で、都市型

ショールーム、ポップアップ・ストア、サービス工場、中古車センター、あるいは

拡張可能なフルサービス機能を備えた販売店（規模を変更可能）を展開し、

事業をより効率的かつよりお客様本位の形態にすることが可能になります。

「私たちは、新しいビジネス モデルが、ディーラーの起業家としての責任を強

化することになると確信しています」と、欧州ディーラー協議会（EDC）会長の

Dr. マッティ ポルホは、ヨーロッパにおけるフォルクスワーゲン ディーラー評議

会を代表して述べています。「将来の主要な課題であるデジタル化と e-モビリ

ティの分野では、ディーラーが重要な役割を果たすことになるでしょう。これら

の課題を克服するために、ディーラーは確かな収益性を確保できる基盤を必

要としています。」 ポルホは、フォルクスワーゲンとの公正かつオープンな協

力関係を歓迎しています。「私たちは、ビジネス モデルの構築に最初から積

極的に参加してきました。」

ベルリンでの発表会では、フォルクスワーゲンと EDCが新しい販売構造につ

いて合意したことを記して、ユルゲン シュタックマンとマッティ ポルホが、ヨー

ロッパにおける 2020年 4月以降のメーカーとディーラーとの関係を規定する

契約書に調印しました。今年の夏ごろにはすでに、ドイツの販売店協会が契

約の内容に同意しており、その数週間後には他のヨーロッパのインポーター

がそれに続きました。11月末までには、ヨーロッパの全ディーラーが新しい契

約に署名する予定です。

注：ベルリンにおけるイベントの記録は、Volkswagen Newsroom

（https://www.volkswagen-newsroom.com/en）から入手可能です。 
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Volkswagen digitalizes sales – 

New era of car buying to start in 2020 

Volkswagen fundamentally restructures its sales model – 
program to be launched in Europe in April 2020 
Transformation in sales driven by progressive digitalization 
and connectivity of Volkswagen fleet 
Online business to be expanded and direct sales to be 
possible 

Customers to be targeted more individually through city 
stores and other new sales formats 

Volkswagen is making its sales organization fit for the future. The 
brand is to fundamentally realign its sales model together with its 
dealers. The new sales model is to be launched in Europe in April 2020. 
Today in Berlin, Volkswagen and the European Dealer Council 
presented their vision for the future world of Volkswagen’s 5,400 
dealers and service partners as well as their 54,000 employees in 
Europe. The objective is to provide seamless individual round-the-
clock support for customers going far beyond vehicle sales on the 
basis of a unique Volkswagen customer ID. Each year, the Volkswagen 
brand intends to introduce about 5 million customers to the new world 
of mobility around the globe and to offer them individual services on 
the basis of their ID. The car buying experience itself will also change. 
On-line sales are to be massively expanded and direct sales are to 
become possible. Five new sales and service formats such as city 
showrooms or pop-up stores are to be added. At the same time, the 
sales organization is to become more flexible and efficient. 

Volkswagen digitalizes sales  

New era of car buying to 

start in 2020 
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